
違反運転者講習（2時間）
　７月４日（火）１５時から　　　 天塩町社会福祉会館
初回更新者講習（２時間）
　７月４日（火）１０時から　　　 天塩町社会福祉会館
一般運転者講習（１時間）
　７月４日（火）１３時４５分から　天塩町社会福祉会館
優良運転者講習（30分）
　７月４日（火）１３時から　　　 天塩町社会福祉会館

　これから気温が上がり、食中毒が発生しやすい季節
を迎えます。大切な家族を守るためにも、以下の点に
注意して食中毒を予防しましょう。

食中毒予防対策について食中毒予防対策について

　日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事
業」の参加者を募集しています。
　同事業は、厚生労働省から補助を受け実施しており、
先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、
父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、
同地域の住民と友好親善をはかることを目的としていま
す。
　費用は、参加費として10万円。平成28年度参加者
以外は、複数回の応募をすることができます。
　日程等の詳細は、日本遺族会事務局
　　（電話：03-3261-5521）までお電話ください。
　お申込みは、北海道遺族会
　　（電話：0166-51-1040）へお申込みください。

「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」
の参加者を募集

「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」
の参加者を募集

運転免許更新時講習のお知らせ運転免許更新時講習のお知らせ

　本運動推進に向けた内閣総理大臣のメッセージを
ご紹介します。

　“ 社会を明るくする運動 ”は、全ての国民が、犯罪
や非行の防止と、あやまちを犯した人の立ち直りにつ
いて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪や非行のない安全で安心な地域社会を築くため
の全国的な運動です。
　安全で安心な国づくりのためには、犯罪や非行をし
た人を地域から排除したり、孤立させるのではなく、適
切な「仕事」や「居場所」の確保を通じて、責任ある社会
の一員となるよう支えていくことが大切です。立ち直
ろうとする人にとっては、地域の方々を始め、地方公共
団体や様々な機関・団体による支えが何より重要で
あり、励みとなります。
　昨年１２月には、再犯の防止等の推進に関する法律
が成立し、施行されました。この法律の趣旨も踏まえ、
国、地方公共団体、民間が一体となって、犯罪や非行を
した人の立ち直りに向けた取組を推し進めることが重
要です。
　国民の皆様には、“ 社会を明るくする運動 ”と再犯
の防止に向けた取組の社会的意義を御理解いただき、
犯罪のない幸福な社会づくりに取り組む決意のしるし
である「幸福 (しあわせ ) の黄色い羽根」のもと、様々
な分野から、多くの方々に御参加いただきますよう御
協力をお願いします。

７月は“社会を明るくする運動”の強調月間です７月は“社会を明るくする運動”の強調月間です

第６７回“社会を明るくする運動”
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

の推進に当たってのお願い

⑴食事、調理の前には、手指をせっけんで洗いましょう。また、
子どもには給食を食べる前に手指を洗うように教えま
しょう。

⑵包丁、まな板、布巾などは流水でよく
洗い、塩素剤等で消毒しましょう。

⑶調理するときは十分に加熱し、調理後
はできるだけ早く食べましょう。

　また、調理後に食品を保存するときは、
できるだけ早く冷蔵庫に入れましょう。

⑷井戸水、受水槽を使用している場合には衛生管理に留
意し、できるだけ加熱してから飲むようにしましょう。

⑸汚染された食品から他の食品への汚染を防ぐため、包
丁・まな板は肉・魚・野菜で使い分け、それぞれラップ
で密封して冷蔵庫に保存しましょう。

⑹嘔吐、下痢等の症状がある場合には、直ちにかかりつ
けの病院を受診してください。

＜実施地域＞
（広域地域）
①西部ニューギニア
②マリアナ諸島
③東部ニューギニア（1次）
④トラック・パラオ諸島
⑤マリアナ諸島
⑥北ボルネオ・マレー半島
⑦フィリピン（1次）
⑧ソロモン諸島
⑨ミャンマー（1次）
⑩台湾・バシー海峡

⑪東部ニューギニア（2次）
⑫ミャンマー（2次）
⑬フィリピン（2次）
⑭中国

（特定地域）
①西部ニューギニア
②ビスマーク諸島
③マーシャル・ギルバート諸島

幌延深地層
研究計画
幌延深地層
研究計画

　　町立診療所で、第２回目の田川所長による

まちあいセミナー（医療漫談）を開催し、「大

人の予防接種」をテーマに講演を行いました。高齢

者肺炎球菌、帯状疱疹で約５～６割しか防げないと

いうことや、その他、予防接種の歴史や目的などの

説明や質疑応答に、参加者は熱心に聴き入っていま

した。

　　４月24日の説明会では、日本原子力研究開発

機構幌延深地層研究センター山口所長から野々村

町長へ平成29年度の調査研究計画書が手渡されたのち、

研究計画の内容について町幹部職員等が説明を受けま

した。

　５月23日には国際交流施設で住民向けに説明会が行

われ、地層科学研究や環境モニタリング、開かれた研

究などの報告がされ、その後質

疑応答が行われました。

第２回
まちあいセミナー
第２回
まちあいセミナー

地圏フォーラム2017地圏フォーラム2017　　道道豊富遠別線の花壇の整備を、第７町内

会、第９町内会、第10町内会、さくら町内会の

皆さんと役場職員有志で行いました。強い風が吹く

中、集まった人たちは慣れた手つきで花植えなどの

作業をテキパキと

こなし、歩道が明

るい花でいっぱい

になりました。

　　　５月31日に国際交流施設で、幌延地圏環境

研究所主催の「地圏フォーラム2017」が開催され

ました。金子所長の挨拶に続き、科学界のインディー・

ジョーンズによる「おもしろ地底旅行」と題した、広

島大学　長沼教授のセミナーや、研究所職員による研

究内容の紹介が行われ、集まった参加者は、普段目に

することのできない地下空間の興味深いお話しに聴き

入っていました。

道道豊富遠別線
花壇整備
道道豊富遠別線
花壇整備
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